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づくり

活動助成

14
とねりこの家

■ 活動地域：京都府京都市
■ 概要：
当団体は、コーポラティブハウス（全8戸）の１階に、高齢者や子
供、障害者など、誰もが気軽に立ち寄れるコミュニティスペース（ま
ちの縁側）「とねりこの家」を開設し、その運営を行うことを目的に、
コーポラティブハウスの居住者、福祉関係者、保健医療関係者、建
築関係者などが集まり設立されました。コーポラティブハウスは5
月に竣工。助成対象活動では、まちの縁側交流活動や相談活動、食
生活改善活動、文化活動などを実施。まちの縁側交流活動は、月曜
から土曜まで開家し、ボランティアスタッフが当番制で家の主に
なって立ち寄る人を迎えます。定期的な昼食会のほか、編物や寄せ
句など、ボランティアの発意でいろいろな企画が行われており、高
齢者から子供まで、あらゆる年代の人たちが立ち寄っています。相
談活動は、子育て相談（小児科医や看護士が担当）や健康介護相談
（看護士が担当）、住宅相談（建築士や建築施工者が担当）などを実
施し、専門家の協力を得て、地域の人たちの生活をサポートしてい
ます。

〔とねりこの家〕
・ 代表者：水無瀬　文子
・ 連絡担当者：川本　真澄
・ 連絡先：〒602-0926　京都府京都市上京区一条通り新町西入る
　　　　　　元真如堂町370
・ TEL：075-431-7600
・ FAX：075-431-7600
・ E-mail：

・ ホームページ：
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１　団体の目的と経緯
　■　目的：
　　　コーポラティブハウス内にあるコミュニティ
　　　スペース（とねりこの家）の建設・運営

　■　経緯：
　　　まちの縁側のような交流サロンを築きたいと
　　　願っていた地域の元保健師がコーポラティブ
　　　ハウスの建設組合員等と共に、サロン（とね
　　　りこの家）の実現と施設の活用・運営のため
　　　に組織を立ち上げた。

　開設者である水無瀬文子は「とねりこの家」のパ
ンフレットの冒頭で「昔、私が幼い頃、縁側に近所
の人や通りがかりの人が座ってお茶を飲みながら世
間話をしたり、体の具合を話していました。そんな
風景が60才近くで退職した私にはとても懐かしく
思われます。一人で暮らしていらっしゃるお年寄り
の方や退職して家にいらっしゃる方が気軽に立ち
寄ってお茶を飲み、憩い、交流できる場、近所の子
どもたちが遊んで過ごせる場、育児で困っている母
親が先輩母さんにアドバイスを受けてほっとする
場、人が憩い交流しあい、ほっとできる場、そんな
まちの縁側ができればいいなと夢み、夢を皆様とと
もに実現させていきたいのです。」と語っています。
「とねりこの家」の設立の目的はこの言葉に集約さ
れています。
　同じ頃、子育てや老後を助け合って暮らすこと
や、地域の中で住むことを大切にしたいと考えてき
たコーポラティブハウスを計画しているグループと
出会い、共感しあったのが「とねりこの家」の具体
化に向けた第一歩になりました。早速、コーポラ
ティブハウスの居住者や福祉関係者、保健医療関係
者、建築関係者、研究者などが集まり、2003年5月
につくる会が結成されました。

　つくる会でのたび重なる検討を経て、「社会的弱
者がまちのまん中で、まちの主人公となって暮らせ
るような、また一人一人が地域に根ざしていきいき
と暮らし続けることのできるような地域づくりをめ
ざす」ことを目的とした福祉交流サロンとして設立
することを決め、以下の6つの活動計画が具体化さ
れました。

①　まちの縁側交流活動
②　相談活動
③　食生活改善活動
④　文化活動
⑤　情報交流活動
⑥　まちづくり活動
　
　これらは後に、設立要綱書、運営規定、活動計画
書などにまとめられました。ちなみに、名前の由来
となったとねりこの木は、北欧では宇宙樹と呼ば
れ、神々の国、人間の国、霧の国が宿り、世界の中
心という意味を持っているそうです。
　会での検討とともに、コーポラティブハウス（完
成後「さくらコート」と命名）の建設計画も具体的
に進み、9所帯の集合住宅の1戸として「とねりこ
の家」は一条通りに面した南向きの1階に位置する
ことが決まりました。つくる会のメンバーも参加し
たプランづくりでは、活動のイメージを空間に置き
かえる作業を続けました。カウンターをもった台所
と広い憩いのスペース（居間）を中心に、畳コーナー
や、中庭に面した奥の座敷なども設け、通りに面し
た大きな開口部に「とねりこの家」を象徴する縁側
をつくることにしました。
　建設資金カンパだけでなく、内装材や設備機器類
などの寄付も数多く集まり、内装の施工はつくる会
のメンバーでもある身障者の住宅改善を手がけてい
る大工さんのグループがあたることになりました。
　2004年5月末に無事竣工したものの、開設者が突
然、病気のため入院加療するという不測の事態が生
じました。しかし、つくる会の中心メンバーによっ

「とねりこの家」周辺マップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さくらコート中庭での
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「とねりこの家」開設記念コンサート
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て運営委員会を結成し、6月13日には「とねりこの
家」設立総会を開き、仮オープンしました。その後、
運営委員やボランティアスタッフによる活動計画に
沿った試行が重ねられ、9月26日には開設者の退院
をうけて正式に開所式を行い、本格的な活動をス
タートさせることができました。会員の支援を受け
ながら、運営委員会を主体にして活動を展開し、現
在に至っています。

２　活動の内容
（１）まちの縁側交流活動

　月～土曜日の午前10時から午後4時までを開家時
間とし、ボランティアスタッフが当番制で家の主と
なり、訪れる人を迎えます。お年寄りからこどもま
で誰でも気軽に立ち寄ることができます。近所に住
む一人暮らしのお年寄りや、休職中の若者たち、立
ち寄ってみてとねりこファンになった人たちなどが
訪れています。元割烹の女将というお料理上手のボ
ランティアさんが現在月曜日と金曜日に昼食会をも
ち、その日は大盛況です。寄せ句を楽しんだり、編
み物をしたり集まった人々とボランティアさんの発
意で様々な取り組みがされています。
　また、こどもたちに気軽に立ち寄ってくれるよう
に、こども企画に取り組みました。自分たちでおに
ぎりをつくり、御所まで葉っぱを拾いに行き、葉っ
ぱで貼り絵をつくりました。またこの企画自体、立
命館の学生さんたちがゼミの取り組みとして練り上
げました。

（２）相談活動
①第１土曜日午後1:30～ 3:30：子育て相談
　小児科医、看護士、保育士などを招いて、発達相
談や手遊びなどをしています。近所のマンションに
住む核家族世帯が小さな子どもを連れてきたりコー
ポのこどもたちもよく遊びに来ます。

②第３土曜日午後1:30～3:30：健康介護相談
　看護士を中心に、体重、血圧測定や健康体操など
をしています。現在のところ日常来られている人た
ちが主に参加しています。

③第４土曜日午後2:00～ 4:00：住宅相談
　建築士、建築施工者などを招いて、住宅改修相談
などをしています。まだあまり知られていないこと
もあり、相談者は少ないものの、近所のお宅のトイ
レ改修を手がけました。

（３）食生活改善活動
　前述の昼食会のほか、手作りおやつをつくり、楽
しむ活動をイベントと絡めて行っています。ある日
手作りおやつづくりが大好きな単身の若い女性が、
ここでお菓子を作らせてもらえますか、と訪れたの
がきっかけで、ボランティアとしても関わってくれ
るようになりました。また、無農薬の野菜が届けら
れたり、おみやげのお菓子が届けられたりするよう
になりました。

（４）文化活動
　オープニング記念コンサートとしてコーポ在住の
音楽家による中世楽器演奏会を行いました。小さな
さくらコートの中庭に68名が集い、珍しく美しい楽
器の音色に聞き入りました。また、手作りの茶巾絞
りも振る舞いました。
　年末にはクリスマスコンサートをし、お年寄りか
らこどもまで、40人が集いました。学生さんたちの
ミニコンサート、手作りクリスマスカード作り、
ゲームなどをみんなで楽しみました。また、3月に
はお楽しみ会と題して、マジックショーとコンサー
トを行いました。
とねりこの常連さんで、マジックがプロ並みに上手
なＳさんがいます。この日に向けてＫさんが特訓を
受けることになりました。見事に2人は舞台を終え、
その後も毎週月曜日はマジック練習日となり、Ｓさ
んの弟子が徐々に増えています。

まちの縁側交流風景　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅相談の様子
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（５）情報交流活動
　開設当初からホームページを立ち上げ、とねりこ
紹介やイベントの案内などをしています。
　ニュース「とねりこ便り」は6号まで出ました。会
員約180名に郵送するほか、地域にポスティングを
始めました。ニュースを見て、近所の方が花を届け
てくださるなどのリアクションがありました。
　とねりこの家の玄関には掲示板を設置し、とねり
この家の紹介やイベント案内をしています。パンフ
レットも常設していますが、日に1～2部は無くなっ
ています。

（６）まちづくり活動
　「とねりこの家」独自の企画を取り組むことはで
きませんでしたが、とねりこの家を訪れた人に、
コーポラティブハウスの紹介などもまじえながら地
域コミュニティーについて感じたり語り合ったりす
る機会をたくさんもてました。また、「建築とまちづ
くり展」というイベントに会場として提供し、「まち
の縁側事情」スライド会や、「育ち合う住環境」講座
などに、地域の人々がたくさん参加してくれまし
た。

３　活動の成果
　■　多様な人々の交流を通した地域づくり

　開設者がオープン時に病気になるという不測の事
態が生じましたが、「とねりこの家」の会員の支援
や、運営主体である運営委員会とボランティアス
タッフの努力で様々な活動を展開してきました。
　最も大きな柱であるまちの縁側交流活動は、平日
にはほぼ毎日開所し、近所の子どもたちやお年寄り
がゆったりとした時間を過ごしていくだけでなく、
青年や働き盛りの人たちも訪れ、あらゆる年齢層の
人たちの共感を呼んでいることがわかりました。縦
割り福祉の枠を超え、年齢や社会的立場の異なる人
たちが自然に交流することから生まれる本来の地域

社会づくりにインパクトを与えることになるかもし
れません。また、ボランティアスタッフの一人が始
めた週2回の昼食会は、ともすればコンビニに頼り
かねない近所のお年寄りに、安価な手づくりメ
ニューを提供するとともに、食事しながら豊かな交
流のひとときを過ごす貴重な活動になっています。
　新聞や地域ＦＭ放送、団体の機関誌などで取り上
げられたり、噂を聞いた人たちが見学に訪れるな
ど、「とねりこの家」の存在が徐々に知られるように
なってきました。見学者の中には、自分の住んでい
る地域でもこのような活動がしたいという希望を語
る人もいて、まちの縁側の活動が広がる展望も見え
てきています。
　相談活動には医療、介護、保育、建築などの専門
家が相談員として参加し、月3回の相談会を開いて
います。単なる個人的な相談だけではなく、健康・
介護・住まいなど、暮らしの様々な分野の現実や課
題などを語りあいながら学べるような企画も必要で
はないかと話し合っています。
　身近で活動している音楽家による生の演奏や、同
じ町内に住むおじいちゃんマジシャンのマジックを
楽しんだり、懐かしい映画を見る会などの文化的な
活動も好評です。身近にいる様々な才能の持ち主を
発掘し、みんなでそれを楽しむ場をつくることで、
地域に根ざした文化がもっと広がる可能性を示して
いるように感じます。
　安心して住み続けられる地域づくりは、人と人の
つながりが基本です。まちの縁側「とねりこの家」の
活動は、まさにそれを実感させる取り組みだと感じ
させてくれます。

４　今後の取り組み
　活動の6つの柱を中心に、それぞれの活動をより

きめ細かく展開していきたいと考えています。あわ
せて、これまでの活動から見えてきた成果や展望、
問題点などをもとに、以下のようなことを今後の課
題として重視していく予定です。

子育て相談の様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリスマス会の様子
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・地域の人たちや訪れてくる人たちの「とねりこの
　家」に対するニーズや意見を把握し、活動の中身
　に反映させる。

・広報活動に力を入れる。ホームページの充実や　
　ニュース、チラシなどで、より広い範囲の人た　
　ちに活動を知ってもらい、来所者を増やしてい　
　く。

・相談会と併せて、暮らしに密着したテーマの勉強
　会や講座を企画する。

講演会「自分らしく住む」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004年　月間利用者数

　　　　　　　　　　　　　　

とねりこの家　見どころ平面図

・「とねりこの家」の活動の意義を運営委員やボラン
　ティアスタッフで共有しながら、活動に参加して
　くれるスタッフの数も増やしていく。

・活動に必要な費用を安定的に確保するためにも　
　「とねりこの家」を支援してくれる会員の数を　
　増やす。
　
・いろいろな地域で同じような活動が広がるよう　
　に、ネットワークの拠点としての力を身につけ　
　る。
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